
北本市農業ふれあいセンター賑わい創出基本計画（案）に対する意見一覧 

（パブリックコメント結果の公表） 

番号 意見の内容 市の考え方 

1 資金計画が掲載されていない時点で全く賛成できませ

ん。初期投資にいくら掛かるのでしょうか？ランニング

コストはどのように見込んでいるのでしょうか？投資額

を何年で回収する計画なのでしょうか？ちょっと目立っ

た施設を造ればまちが活性化すると思っているのなら大

間違いです。白紙撤回を求めます。 

 本市では、第五次北本市総合振興計画において、各種

産業の振興を総合的に推進するとともに、様々な地域資

源を活用した「活力あふれるまち」を目指すこととして

おり、本計画は、主な取り組みとして掲げた「農業ふれ

あいセンターの施設の充実」を実行して成果指標「地場

物産館桜国屋の売上額」の向上を達成するために策定す

るものです。 

また、農業の振興のみならず、地域にある様々な資源

を活用し、市内産業の活性化を図るとともに、国道１７

号沿線という好立地を活かし、本市をＰＲするための拠

点施設として整備し、市内におけるまちなかの賑わいを

創出するための計画となっております。 

平成３１年度事業費は既存施設部分の再整備等に２億

２千８百万円を見込んでおりますが、今後、事業費の精

査や、国や県の補助金を活用し、可能な限り市の財政負

担を減らすよう検討してまいります。 

また、ランニングコストにつきましては、現状では工

事等を伴う高額な修繕や植栽の管理料等が市の負担分、

水道光熱費などの維持管理費は使用者の負担分となって



おります。現在の施設はオープンから１５年が経過し、

トイレや厨房施設等の水廻りをはじめ、老朽化が進んで

おり、大規模な改修が必要な状況になっております。再

整備後は市の財政負担を極力抑制するため、運営方法を

検討するとともに施設使用料の見直しも検討してまいり

ます。 

 


